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【方法】　当科において 1992～2014年までの 23年間
に皮下鋼線吊り上げ式法腹腔鏡下手術を 5,110例施
行した。診療録を用い後方視的に術式の内訳、年齢、
BMI、出血量、手術時間、再手術、開腹へ移行率に
ついてそれぞれ検討した。
【成績】　術式の内訳は卵巣腫瘍摘出術（32.1%）、
付属器切除術（6.71%）、子宮筋腫核出術（38.5%）、
子宮全摘術（7.2%）、異所性妊娠手術（11.5%）、そ
の他（4.1%）であった。患者の平均年齢は 39.3歳
で BMI 21.1 であった。手術の平均出血量は
153.2 mlで平均手術時間は 131.3分であった。また
術中に開腹に移行した症例、術後に再手術に至った
症例は共に 0.28%であった。
【結論】　我々は以前より皮下鋼線吊り上げ式法は安
全性、操作性、経済性に優れた術式であることを報
告してきたが、今回再手術、開腹率の観点からも有
効な治療法であると示唆された。今後も症例を重ね、
検討を続けたい。
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　デュシェンヌ型筋ジストロフィー（DMD）は最
も頻度が高く、かつ重篤な遺伝性の筋疾患である。
現在のところ根本的な治療法は確立されていない
が、人工呼吸療法や心筋保護治療法によって患者の
寿命は飛躍的に延びている。一方、大多数の患者が
骨密度低下による骨粗鬆症や骨折を経験し、さらに
患者の高齢化に伴い腎機能低下などの多臓器不全が
新たな合併症として報告されている。
　我々はこれまでに、食生活において問題視されて
いるリン過剰摂取が DMDモデルマウスである mdx
マウスの骨格筋症状を重篤化することを報告した。
この結果を踏まえ、本研究では mdxマウスは腎機
能が低下していると推測し、腎機能低下が骨ミネラ
ル代謝に与える影響を検討した。骨格筋量に影響を
受けない腎機能の指標である Cystatin Cの血中濃度
は、mdxマウスにおいて有意に増加しており、さら
に X線 micro-CTスキャナーを用いた腎機能テスト
においても腎機能が低下していることを明らかにし
た。また、mdxマウスの血中カルシウム濃度が高値
であることに着目し、尿排泄量とヘマトクリット値
を測定した結果、脱水症状であることを突き止めた。
このことから、mdxマウスは筋ジストロフィー症状
による筋崩壊と不動症が原因で血中カルシウム濃度
が増加し、脱水を引き起こすことで腎前性腎不全に
至ることが明らかとなった。さらに mdxマウスに
食餌中リンを負荷すると、血中リン酸濃度が増加し
副甲状腺ホルモン（PTH）が有意に上昇した。mdx
マウスは腎機能が低下しているため PTH抵抗性が
起こり、骨が正常の代謝・回転を維持できなくなる
uncouplingが生じることで骨粗鬆症が亢進すること
が明らかとなった。これらの研究結果から、DMD
病態と腎機能低下による骨ミネラル代謝異常は、
DMD患者が骨を健康に保つ上で今後さらに着目さ
れるべきであり、対処療法の確立が重要であるとい
える。
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【目的】　IgA腎症に対し扁摘ステロイドパルス療法
（TSP）をおこなう際のステロイド投与法は確立さ
れていない。Pozzi方式（パルス療法 0、2、4か月
後各 3日間、経口 PSL 0.5 g/kg隔日 6か月間）にお
けるメチルプレドニゾロン（mPSL）投与量の違い
による免疫学的指標、治療効果の差異について検討
した。
【方法】　IgA腎症患者を対象に、扁摘後無作為に
mPSL 1 g/日群（A群 8名）、0.5 g/日群（B群 8名）
に分け、Pozzi方式のステロイド投与をおこない、
免疫学的指標、治療経過を 6か月間観察した。
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